
（
住
所
変
更
の
届
出
）

（
住
所
変
更
の
届
出
）

第
八
条

法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
（
第
二
号
被
保
険
者
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
住
民
基
本

台
帳
法
第
三
十
条
の
九
の
規
定
に
よ
り
機
構
保
存
本
人
確
認
情
報
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
を
除

く
。）の
住
所
の
変
更
の
届
出
は
、
当
該
事
実
が
あ
つ
た
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
届
書
を
市
町
村
長
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
届

書
に
基
礎
年
金
番
号
を
記
載
す
る
と
き
は
、
当
該
届
書
に
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
そ
の
他
の
基
礎
年
金
番
号
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条

法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
（
第
二
号
被
保
険
者
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
住
民
基
本

台
帳
法
第
三
十
条
の
九
の
規
定
に
よ
り
機
構
保
存
本
人
確
認
情
報
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
を
除

く
。）の
住
所
の
変
更
の
届
出
は
、
当
該
事
実
が
あ
つ
た
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
届
書
を
市
町
村
長
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
届

書
に
基
礎
年
金
番
号
を
記
載
す
る
と
き
は
、
当
該
届
書
に
国
民
年
金
手
帳
そ
の
他
の
基
礎
年
金
番
号
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

２

法
第
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
第
三
号
被
保
険
者
（
厚
生
労
働
大
臣
が
住
民
基
本
台
帳
法
第
三
十
条
の

九
の
規
定
に
よ
り
機
構
保
存
本
人
確
認
情
報
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
を
除
く
。）の
住
所
の
変
更
の

届
出
は
、
当
該
事
実
が
あ
つ
た
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
書
を
機
構
に
提
出

す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
届
書
に
基
礎
年
金
番
号
を
記
載

す
る
と
き
は
、
当
該
届
書
に
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
そ
の
他
の
基
礎
年
金
番
号
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
第
三
号
被
保
険
者
（
厚
生
労
働
大
臣
が
住
民
基
本
台
帳
法
第
三
十
条
の

九
の
規
定
に
よ
り
機
構
保
存
本
人
確
認
情
報
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
を
除
く
。）の
住
所
の
変
更
の

届
出
は
、
当
該
事
実
が
あ
つ
た
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
書
を
機
構
に
提
出

す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
届
書
に
基
礎
年
金
番
号
を
記
載

す
る
と
き
は
、
当
該
届
書
に
国
民
年
金
手
帳
そ
の
他
の
基
礎
年
金
番
号
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
五

（
略
）

一
〜
五

（
略
）

（
届
出
の
報
告
）

（
届
出
の
報
告
）

第
九
条

（
略
）

第
九
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

第
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
事
業
主
等
は
、
受
理
し
た
届
書
（
氏
名
の
変
更
に
係
る
届
書
を
除
く
。）又
は
光

デ
ィ
ス
ク
に
添
え
ら
れ
た
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
そ
の
他
の
基
礎
年
金
番
号
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

書
類
に
よ
つ
て
当
該
届
書
の
記
載
内
容
又
は
当
該
光
デ
ィ
ス
ク
の
記
録
内
容
を
確
認
し
、
か
つ
、
返
付
す
る
こ

と
を
も
つ
て
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
そ
の
他
の
基
礎
年
金
番
号
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
の
提
出
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

第
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
事
業
主
等
は
、
受
理
し
た
届
書
（
氏
名
の
変
更
に
係
る
届
書
を
除
く
。）又
は
光

デ
ィ
ス
ク
に
添
え
ら
れ
た
国
民
年
金
手
帳
そ
の
他
の
基
礎
年
金
番
号
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
に

よ
つ
て
当
該
届
書
の
記
載
内
容
又
は
当
該
光
デ
ィ
ス
ク
の
記
録
内
容
を
確
認
し
、
か
つ
、
返
付
す
る
こ
と
を
も

つ
て
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
国
民
年
金
手
帳
そ
の
他
の
基
礎
年
金
番
号
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
書
類
の
提
出
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
の
交
付
等
）

（
国
民
年
金
手
帳
の
様
式
）

第
十
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
者
（
第
一
号
に
規
定
す
る
者
で
あ

つ
て
初
め
て
被
保
険
者
の
資
格
を
取
得
し
た
共
済
組
合
の
組
合
員
又
は
私
学
教
職
員
共
済
制
度
の
加
入
者
、
第

二
号
に
規
定
す
る
者
で
あ
つ
て
第
十
六
条
第
一
項
第
六
号
ニ
か
ら
ト
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
た
る
給
付
を
受
け
る

権
利
を
有
す
る
者
及
び
第
三
号
に
規
定
す
る
者
で
あ
つ
て
第
十
六
条
第
一
項
第
六
号
ニ
か
ら
ト
ま
で
に
掲
げ
る

年
金
た
る
給
付
の
加
給
年
金
の
対
象
者
で
あ
る
配
偶
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
共
済
組
合
の
組
合
員
等
」

と
総
称
す
る
。）に
あ
つ
て
は
、
法
第
百
八
条
第
二
項
又
は
法
附
則
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
共

済
組
合
の
組
合
員
等
に
関
す
る
資
料
の
提
供
を
受
け
た
場
合
に
限
る
。）に
対
し
、
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
を
作

成
し
て
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
既
に
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
を
交
付

し
た
者
に
対
し
て
は
、
交
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
十
条

法
第
十
三
条
第
一
項
（
法
附
則
第
五
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
法
附
則
第
七

条
の
四
第
二
項
の
国
民
年
金
手
帳
は
、
年
金
手
帳
の
様
式
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
四
十
九
年
厚
生
省
令
第
四
十

号
）
に
規
定
す
る
様
式
に
よ
る
。

一

初
め
て
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
の
資
格
を
取
得
し
た
者
（
第
一
号
厚
生
年
金
被
保
険

者
の
資
格
を
取
得
し
た
者
を
除
き
、
法
附
則
第
五
条
第
一
項
、
平
成
六
年
改
正
法
附
則
第
十
一
条
第
一
項
及

び
平
成
十
六
年
改
正
法
附
則
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
民
年
金
の
被
保
険
者
の
資
格
を
取
得
し

た
者
を
含
む
。）

二

第
十
六
条
第
一
項
第
六
号
イ
か
ら
ト
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
た
る
給
付
又
は
船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法

律
第
七
十
三
号
）
に
よ
る
年
金
た
る
保
険
給
付
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者

三

第
十
六
条
第
一
項
第
六
号
ロ
か
ら
ト
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
た
る
給
付
の
加
給
年
金
額
の
対
象
者
で
あ
る
配

偶
者

四

厚
生
年
金
保
険
法
第
七
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
し
た
者

五

厚
生
年
金
保
険
法
第
七
十
八
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
し
た
者

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報


		2021-06-29T14:48:44+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




